
  
 
 

 

 

◆自分らしく安心して

生活できる学校 

◆非認知能力を高めら

れる学校 

◆主体的に取り組むこと

ができる生徒 

◆お互いの個性や特性を

尊重し合える生徒 

◆生徒や保護者の気持ちに

寄り添い、受け止め、共感

できる教師 

◆多様性や人権に配慮した 

指導ができる教師 

 

 

「こうとう学び方スタン

ダード」を通して授業規律

の徹底を図るとともに、主

体的に学ぼうとする態度

を育成する。 

生徒の多様性への理解

を深め、お互いの個性や

特性を尊重し合えるよう

な教育活動の推進。 

特色ある教育活動や学校行事

を通して生徒に主体的に取り

組ませることにより、生徒の

非認知能力の育成を図り、生

きる力を育んでいく。 

コミュニティー・スクー

ルとして、学校運営協議

会や地域学校協働本部

との連携を強化し、より

良い学校運営を目指す。 
 
 

 

◆10分間の朝学習（国・数・

英）の年間通をした実施

とコンテスト形式の定着

度調査で基礎学力の定着

を図る。 

◆年２回の英語検定の準会

場を本校に開設し、英語

への興味関心を喚起し、

英語の基礎学力の向上を

図る。 

◆デジタル教科書やクロー

ムブックを効果的に活用

し、生徒の興味・関心・学

習意欲を喚起する。 

◆毎週の教育相談部会

及び生活指導部会で

の生徒に関する情報を

共有し、SC・SSW・

ブリッジスクール等

関係機関と連携しなが

ら、きめ細かく対応す

る。 

◆不適応傾向がある生徒

に対して、校内別室指

導支援員を活用して校

内での居場所の確保に

努めるとともに、早期

改善を目指す。 

◆「心身の健康」に関わ

る特色ある教育活動

を学年の発達段階に応

じて企画・運営し、豊

かな心や心身の健康を

育む。 

◆運動会、学芸発表会、

宿泊行事等の学校行事

において、実行委員会

を組織し、生徒に主体

的に取り組ませ、生徒

の課題解決能力を高

めていく。 

◆学校運営において

LGBT 等の多様性に配

慮した視点から見直し

を行い、一人一人の生徒

がさらに自分らしく安

心して生活できるよう

にする。 

◆江東区子どもの権利に

関する条約を踏まえ生

徒会活動を活性化し、よ

り良い学校生活を目指

し、生徒の意見をできる

だけ尊重し学校運営に

反映していく。 

 

 

自主・自立 ～豊かな心をもち、自ら学び、心身が健康な生徒を育成する～ 

経営方針の重点 

経営目標の重点 

指導の重点 


